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サレジアン・シスターズ 創立 150周年 ≪1872‐2022年≫ 

共創立者 聖マリア・ドメニカ・マザレロの歩みをたどって 

モルネーゼ村の紹介 

マリア・マザレロが誕生
たんじょう

し、青
せい

春期
しゅんき

を過
す

ごした場所
ば し ょ

。そして、サレジアン・シスターズが創立
そうりつ

された場所
ば し ょ

。 

そこは、北
きた

イタリアのピエモンテ州
しゅう

アレッサンドリア県
けん

のモルネーゼ村
むら

。標高
ひょうこう

380 メートルの高台
たかだい

に

あり、自然
し ぜ ん

豊
ゆた

かな村
むら

。 

この自然
し ぜ ん

の豊
ゆた

かさの中
なか

、マインは、自然
し ぜ ん

と共
とも

に生
い

きるたくましさ、生活
せいかつ

の知恵
ち え

を学
まな

びました。また、神
かみ

に信頼
しんらい

すること、感謝
かんしゃ

すること、委
ゆだ

ねることを身
み

に着
つ

けていきました。 



 

 

      

マリア・マザレロの生家
せ い か

 

父方
ちちかた

のおじ家族
か ぞ く

と同居
どうきょ

しており、

大家族
だいかぞく

の中
なか

で育
そだ

ちました。 

バルポナスカ 

青
せい

年期
ね ん き

を過ごした家
いえ

。 

ブドウ畑
ばたけ

の仕事
し ご と

、家事
か じ

、幼
おさな

い弟妹
ていまい

の

お世話
せ わ

に励
はげ

みました。 

バルポナスカの家
いえ

の小窓
こ ま ど

 

村
むら

の教会
きょうかい

が見
み

えます。教会
きょうかい

に行
い

くのは難
むずか

しかったので、ここから

祈
いの

りを捧
ささ

げていました。 

ぶどう畑
ばたけ

とぶどう畑
ばたけ

のふもとにある井戸
い ど

 

マインは、ここで働
はたら

きと祈
いの

りを捧
ささ

げました。毎朝
まいあさ

、水
みず

を

汲
く

みにこの井戸
い ど

を使
つか

っていました。 

村
むら

の教会
きょうかい

 

バルポナスカからミサに参加
さんか

するため通
かよ

いました。 

マインと関
かか

わりのある

場所
ば し ょ

 



 

「CIAO

チャオ

！」 

「こんにちは」「またね！」 

親

した

しい 人

ひと

と出会

であ

った 時

とき

に交

か

わすあいさつ 

 

ヴァルジェラータ通
どお

りの家
いえ

 

チフスに感染
かんせん

し回復期
かいふくき

を過
す

ごした家
いえ

 

ボルゴアルト通
どお

り 

「あなたにこの少女
しょうじょ

たちを任
まか

せます」

という声
こえ

と 幻
まぼろし

を見
み

た場所
ば し ょ

 

コレッジョ 

サレジアン・シスターズの最初
さいしょ

の家
いえ

。 

ロベルノ川
かわ

 

この川
かわ

で洗濯
せんたく

をしていました。 


